


判断が迷った場合は
小児救急電話相談
（#8000もしくは

055-226-3369）に電話
（詳細は最後のページをご覧下さい）

翌日以降または休日明けに
通常の診療時間内に
かかりつけ医の受診

翌日以降または休日明けにかならず
通常の診療時間内にかかりつけ医等の受診

〈国中地域〉甲府市医師会小児初期救急医療センター

〈富士・東部地域〉富士・東部小児初期救急医療センター
TEL055-226-3399

TEL0555-24-9977

毎日：23:00～翌8:30
休日：8:30～18:00 左記以外の時間

甲府市在住の方 その他の地域在住の方
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1

母子保健手帳、保険証、受給者証、診察券

お薬手帳（飲んでいる薬や薬の名前が分かるもの）
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熱があっても元気そうだったら、必ずしも解熱剤を使用する必要はありません。
（解熱剤は、数時間症状を抑える対処療法薬で、病気の原因を根本的に治す薬ではありません）

※解熱剤の座薬の使用期限は、処方されてから１年が目安です。

処方の際

５



　人間の体は高熱を発することにより、免疫力を上昇させ、病原体と戦おうとしま
す。このため、無理に解熱させることは、生体の防御機能を乱すことになるので必
ずしも好ましいことではない面があります。　解熱剤の使い方は

また、食事がとれない場合は、水分を多めに与えましょう。

　解熱剤は、数時間症状を抑える対処療法薬で、病気の原因を根本的に治す薬で
はありません。多くの場合、熱は２～３日は続くものです。「解熱剤」がきかない時
は病気の熱の出る勢いが解熱剤の効果より強い時です。安静にして、かかりつけ
医の指示どおり治療を続けましょう。

4

熱中症かなと思ったら？
　ぐったりしている・意識が悪い・痙攣したなどの場合には体を冷やしながら
救急車を呼びましょう。一方で、会話ができ、水分が飲める場合には慌てる必
要はありません。冷たい濡れタオルで身体を拭く、風を送って涼しくする、わ
きの下や首・足の付け根などを氷で冷やすなど、体温を下げながらイオン水等
を摂取しましょう。頭痛や嘔吐等があって水分摂取が困難な場合には救急外来
を受診してください。





携帯電話等で全身と目を動画撮影



以前にもけいれんを起こしたことがあり、けいれんが１回だけで、
５分以内にとまり、目をあけて周囲の呼びかけに反応したり、
泣いたりする

受診が必要（救急車を呼ぶ又は判断に迷った場合は救急センター＃8000に問合わせる）

受診が必要（救急車を呼ぶ又は判断に迷った場合は救急センター＃8000に問合わせる）

（救急車を呼ぶ）

（救急車を呼ぶ）

（救急車を呼ぶ）

けいれん止めは、処方された医師の指示どおりに使用してください。





※1歳未満の場合、重症化しやすいため注意





（救急車を呼ぶ）

（救急車を呼ぶ）
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機嫌がよく元気がある

大量の下痢が１日６回以上ある
いちごゼリー状の便

下痢により失われた水分を補いましょう。 16





人肌程度にあたためた子ども用のイオン飲料（スポーツ飲料以外）、経口補水液を
間隔をあけて飲めるだけ与えてください。
（目安は、下痢１回につき、体重10ｋｇ当たり100ｃｃです）。





※日頃からかかりつけ医に指導を受けて起きましょう。

強く頭を打った後は
顔色が悪いのが回復しない
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1
人肌程度にあたためた子ども用イオン飲料（スポーツ飲
料以外）、経口補水液を少しずつ間隔をあけて飲ませる。

（救急車を呼ぶ）





13・ 17

（外科の対応が必要）　　※問い合わせは表紙見開きページ左下を参照





（救急車を呼ぶ）

（救急車を呼ぶ）

（救急車を呼ぶ）

（救急車を呼ぶ）

（救急車を呼ぶ）

（救急車を呼ぶ）




